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金融資産収益率データの分散項（二次モーメント）は持続的に時間変動することが指摘されてお
り、この動きをとらえることは、金融リスク管理等の応用上も重要な問題である。その動態を表現す
るために、確率的ボラティリティモデルがしばしば用いられる。これは、yt を t時点における資産収
益率、ht をその対数分散項として、

yt = exp(ht/2)εt, (1)

ht+1 = μ+ φ(ht − μ) + ηt, (2)

とするのが基本的な形である。両式の誤差項間に（負の）相関を仮定することで、株式データについ
て存在が知られているレバレッジ効果も考慮することができる。
日次資産取引データの始値、終値、高値、安値に注目して、日内価格レンジにより日次収益率の分
散項を推定する方法もあるが、データ取得が比較的容易である一方で、日内価格レンジはノイズを多
く含んでいる点が問題になる。
本研究では、日次資産収益率データと資産の日内価格レンジに基づく、確率的ボラティリティモデ
ルの拡張を取り上げる。日内価格レンジに多く含まれるノイズの消去についても議論する。シミュ
レーションによる数値実験を行い、株価データについての実証分析結果を報告する。
日次資産収益率と資産の日内価格レンジのデータは多系列の場合でも取得が比較的容易である。時
間が許せば、Kurose and Omori (2018) などを参考に、上記のモデルを更に多変量に拡張したもの
とその実証分析への適用についても紹介する。
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